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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インナーウェアであって、
　ブラジャーの下に着用され、
　生地同士を接続および離間するための係止部材を含むことなく形成され、
　バストに対応する部分に形成される開口部と、
　ブラジャーのストラップに対応する部分に形成される上部保護部と、
　ブラジャーのパネルに対応する部分に形成される下部保護部と、
　前記上部保護部の一部および前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮
性の強い強伸縮性生地を含み、バストを下方外側から持ち上げて内側に寄せるバスト矯正
部と、
　前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性生地を含み
、胸部側面を外側から内側に向けて押す側部矯正部と、
　前記上部保護部の一部および前記下部保護部の一部を構成し、前記バスト矯正部と前記
側部矯正部との間に形成され、前記バスト矯正部の強伸縮性生地および前記側部矯正部の
強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地により形成される前面中間部と
　を有し、
　前記前面中間部は、
　右側の前記バスト矯正部の外側周囲を取り囲む右側前面中間部、左側の前記バスト矯正
部の外側周囲を取り囲む左側前面中間部、および前記右側前面中間部と前記左側前面中間
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部とを互いに接続する中央前面中間部を有し、
　前記下部保護部の一部を構成する部分としての前記右側前面中間部、前記左側前面中間
部、および前記中央前面中間部のうちの上方部分において、複数枚の弱伸縮性生地が重ね
合わせられ、
　前記下部保護部の一部を構成する部分としての前記中央前面中間部のうちの下方部分が
、前記右側前面中間部、前記左側前面中間部、および前記中央前面中間部のうちの上方部
分よりも少ない枚数の弱伸縮性生地により形成される
　インナーウェア。
【請求項２】
　前記前面中間部は、
　胸部の下部中央に対応する部分に前記中央前面中間部のうちの下方部分を有する
　請求項１に記載のインナーウェア。
【請求項３】
　インナーウェアであって、
　ブラジャーの下に着用され、
　生地同士を接続および離間するための係止部材を含むことなく形成され、
　バストに対応する部分に形成される開口部と、
　ブラジャーのストラップに対応する部分に形成される上部保護部と、
　ブラジャーのパネルに対応する部分に形成される下部保護部と、
　前記上部保護部の一部および前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮
性の強い強伸縮性生地を含み、バストを下方外側から持ち上げて内側に寄せるバスト矯正
部と、
　前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性生地を含み
、胸部側面を外側から内側に向けて押す側部矯正部と、
　前記上部保護部の一部および前記下部保護部の一部を構成し、前記バスト矯正部と前記
側部矯正部との間に形成され、前記バスト矯正部の強伸縮性生地および前記側部矯正部の
強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地により形成される前面中間部と
　を有し、
　前記前面中間部は、
　右側の前記バスト矯正部の外側周囲を取り囲む右側前面中間部、左側の前記バスト矯正
部の外側周囲を取り囲む左側前面中間部、および前記右側前面中間部と前記左側前面中間
部とを互いに接続する中央前面中間部を有し、
　前記上部保護部の一部を構成する部分としての前記右側前面中間部および前記左側前面
中間部において、複数枚の弱伸縮性生地が重ね合わせられる
　インナーウェア。
【請求項４】
　前記インナーウェアは、
　互いに縫い合わせられた生地の端が人体の表面とは反対側に向けて倒された構成を有す
る
　請求項１～３のいずれか一項に記載のインナーウェア。
【請求項５】
　前記上部保護部は、
　肩よりも下方に対応する部分に形成される肩下部、および肩の上部に対応する部分に形
成される肩上部を有し、前記肩下部において複数枚の生地が重ね合わせられ、前記肩上部
において複数枚の生地が重ね合わせられ、前記肩上部を構成する複数枚の生地の少なくと
も１枚の生地として前記肩下部を構成する複数枚の生地よりも厚手の生地を有する
　請求項１～４のいずれか一項に記載のインナーウェア。
【請求項６】
　前記バスト矯正部は、
　前記強伸縮性生地により形成されるバスト矯正表生地、および前記強伸縮性生地よりも
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伸縮性が弱い弱伸縮性生地により形成されるバスト矯正裏生地を有し、前記バスト矯正裏
生地の表側に前記バスト矯正表生地が重ね合わせられた二重構造を有する
　請求項１～５のいずれか一項に記載のインナーウェア。
【請求項７】
　前記側部矯正部は、
　前記強伸縮性生地により形成される側部矯正表生地、および前記強伸縮性生地よりも伸
縮性が弱い弱伸縮性生地により形成される側部矯正裏生地を有し、前記側部矯正裏生地の
表側に前記側部矯正表生地が重ね合わせられた二重構造を有する
　請求項１～６のいずれか一項に記載のインナーウェア。
【請求項８】
　前記インナーウェアは、
　上肢を露出する形状を有し、肩から胸部の下部までを覆う上衣としての構成を有する
　請求項１～７のいずれか一項に記載のインナーウェア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブラジャーの下に着用されるインナーウェアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なブラジャーには、バストを支えるためのストラップが設けられている。また矯
正用のブラジャーには、バストを寄せて持ち上げるためのワイヤーがカップ下部のパネル
内に挿入されている。このようなストラップやワイヤーは、ブラジャーの主要な部分を形
成する生地に比べて硬いため、ブラジャーを着用したユーザに対して不快感を与えるもの
となる。
【０００３】
　特許文献１には、ブラジャーを着用したときのユーザの不快感を軽減するためのインナ
ーウェアとして、ブラジャーの下に着用するボディーサポータが提案されている。このボ
ディーサポータの上に矯正用ブラジャーを着用した場合には、ブラジャーのワイヤーやス
トラップがボディーサポータの上に位置するため、ユーザがブラジャーから受ける不快感
が軽減される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６‐１９３８３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記ボディーサポータの前面には同サポータの生地同士を互いに接続および
離間するためのフックアイが設けられている。フックアイが設けられている箇所は、ボデ
ィーサポータを構成する他の部位の生地よりも硬いため、ユーザがフックアイと肌との接
触により不快感を覚えることが考えられる。
【０００６】
　本発明はこのような実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ブラジャー着用時
の不快感を軽減することのできるインナーウェアを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）本手段の一形態は、「インナーウェアであって、ブラジャーの下に着用され、生
地同士を接続および離間するための係止部材を含むことなく形成され、バストに対応する
部分に形成される開口部と、ブラジャーのストラップに対応する部分に形成される上部保
護部と、ブラジャーのパネルに対応する部分に形成される下部保護部と、前記上部保護部
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の一部および前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性
生地を含み、バストを下方外側から持ち上げて内側に寄せるバスト矯正部と、前記下部保
護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性生地を含み、胸部側面を
外側から内側に向けて押す側部矯正部と、前記上部保護部の一部および前記下部保護部の
一部を構成し、前記バスト矯正部と前記側部矯正部との間に形成され、前記バスト矯正部
の強伸縮性生地および前記側部矯正部の強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地に
より形成される前面中間部とを有し、前記前面中間部は、右側の前記バスト矯正部の外側
周囲を取り囲む右側前面中間部、左側の前記バスト矯正部の外側周囲を取り囲む左側前面
中間部、および前記右側前面中間部と前記左側前面中間部とを互いに接続する中央前面中
間部を有し、前記下部保護部の一部を構成する部分としての前記右側前面中間部、前記左
側前面中間部、および前記中央前面中間部のうちの上方部分において、複数枚の弱伸縮性
生地が重ね合わせられ、前記下部保護部の一部を構成する部分としての前記中央前面中間
部のうちの下方部分が、前記右側前面中間部、前記左側前面中間部、および前記中央前面
中間部のうちの上方部分よりも少ない枚数の弱伸縮性生地により形成されるインナーウェ
ア」を含む。
【０００８】
　本インナーウェアによれば、上部保護部が設けられているため、ユーザが本インナーウ
ェアおよびブラジャーを着用したとき、ブラジャーのストラップは上部保護部の上に位置
する。また、下部保護部が設けられているため、ユーザが本インナーウェアおよびブラジ
ャーを着用したとき、ブラジャーのパネルは下部保護部の上に位置する。また、開口部が
設けられているため、ユーザが本インナーウェアを着用したとき、バストがブラジャーの
カップにより直接的に保持される。また、係止部材を含むことなく構成されているため、
ユーザが本インナーウェアを着用したときに係止部材と肌との接触により不快感を覚える
ことはない。すなわち、本インナーウェアによれば、ブラジャー着用時の不快感を軽減す
ることができる。
　また、本インナーウェアによれば、バストを下方外側から持ち上げて内側に寄せるため
のバスト矯正部が設けられているため、ブラジャー着用時の不快感を軽減することに加え
てバストの形を整えることもできる。
　一般に、ブラジャーを着用したときには、胸部側面の脂肪がパネルの外側にはみ出すこ
とにともない脂肪の段が形成されやすい。本インナーウェアによれば、胸部側面を外側か
ら内側に向けて押すための側部矯正部が設けられているため、胸部側面の脂肪が内側に押
さえ込まれる。従って、ブラジャーを着用したときに胸部側面に脂肪の段が形成されるこ
とを抑制することができる。
　また、本インナーウェアによれば、下部保護部には複数枚の生地が重ね合わせられた構
造が採用されているため、ユーザが本インナーウェアおよびブラジャーを着用したとき、
ブラジャーのパネルに対応する部分の肌は複数枚の生地により覆われる。従って、パネル
内のワイヤーがユーザに与える不快感をより軽減することができる。
【０００９】
　（２）上記手段の一形態は、「前記前面中間部は、胸部の下部中央に対応する部分に前
記中央前面中間部のうちの下方部分を有する」を含む。
【００１０】
　（３）本手段の一形態は、「インナーウェアであって、ブラジャーの下に着用され、生
地同士を接続および離間するための係止部材を含むことなく形成され、バストに対応する
部分に形成される開口部と、ブラジャーのストラップに対応する部分に形成される上部保
護部と、ブラジャーのパネルに対応する部分に形成される下部保護部と、前記上部保護部
の一部および前記下部保護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性
生地を含み、バストを下方外側から持ち上げて内側に寄せるバスト矯正部と、前記下部保
護部の一部を構成し、弱伸縮性生地よりも伸縮性の強い強伸縮性生地を含み、胸部側面を
外側から内側に向けて押す側部矯正部と、前記上部保護部の一部および前記下部保護部の
一部を構成し、前記バスト矯正部と前記側部矯正部との間に形成され、前記バスト矯正部
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の強伸縮性生地および前記側部矯正部の強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地に
より形成される前面中間部とを有し、前記前面中間部は、右側の前記バスト矯正部の外側
周囲を取り囲む右側前面中間部、左側の前記バスト矯正部の外側周囲を取り囲む左側前面
中間部、および前記右側前面中間部と前記左側前面中間部とを互いに接続する中央前面中
間部を有し、前記上部保護部の一部を構成する部分としての前記右側前面中間部および前
記左側前面中間部において、複数枚の弱伸縮性生地が重ね合わせられるインナーウェア」
を含む。
【００１１】
　本インナーウェアによれば、上部保護部には複数枚の生地が重ね合わせられた構造が採
用されているため、ユーザが本インナーウェアおよびブラジャーを着用したとき、ブラジ
ャーのストラップに対応する部分の肌は複数枚の生地により覆われる。従って、ストラッ
プがユーザに与える不快感をより軽減することができる。
【００１２】
　（４）上記手段の一形態は、「前記インナーウェアは、互いに縫い合わせられた生地の
端が人体の表面とは反対側に向けて倒された構成を有する」を含む。
【００１３】
　本インナーウェアによれば、生地の端が体表面とは反対側に向けて倒されているため、
ユーザが同ウェアを着用したときに生地の端が肌に触れることが抑制される。従って、イ
ンナーウェアの着心地をより良いものにすることができる。
【００１４】
　（５）上記手段の一形態は、「前記上部保護部は、肩よりも下方に対応する部分に形成
される肩下部、および肩の上部に対応する部分に形成される肩上部を有し、前記肩下部に
おいて複数枚の生地が重ね合わせられ、前記肩上部において複数枚の生地が重ね合わせら
れ、前記肩上部を構成する複数枚の生地の少なくとも１枚の生地として前記肩下部を構成
する複数枚の生地よりも厚手の生地を有する」を含む。
【００１５】
　本インナーウェアによれば、ブラジャーのストラップから肌に対してより大きな力が加
えられる肩上部に厚手の生地が設けられているため、ストラップがユーザに与える不快感
をより軽減することができる。
【００１６】
　（６）上記手段の一形態は、「前記バスト矯正部は、前記強伸縮性生地により形成され
るバスト矯正表生地、および前記強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地により形
成されるバスト矯正裏生地を有し、前記バスト矯正裏生地の表側に前記バスト矯正表生地
が重ね合わせられた二重構造を有する」を含む。
【００１７】
　本インナーウェアによれば、バスト矯正部には強伸縮性生地および弱伸縮性生地が重ね
合わせられた二重構造が採用されているため、同矯正部が１枚の生地により構成される場
合と比べて、バストの形を整える効果をより高めることができる。
【００１８】
　（７）上記手段の一形態は、「前記側部矯正部は、前記強伸縮性生地により形成される
側部矯正表生地、および前記強伸縮性生地よりも伸縮性が弱い弱伸縮性生地により形成さ
れる側部矯正裏生地を有し、前記側部矯正裏生地の表側に前記側部矯正表生地が重ね合わ
せられた二重構造を有する」を含む。
【００１９】
　本インナーウェアによれば、側部矯正部には強伸縮性生地および弱伸縮性生地が重ね合
わせられた二重構造が採用されているため、同矯正部が１枚の生地により構成される場合
と比べて、胸部側面に脂肪の段が形成されることを抑制する効果をより高めることができ
る。
【００２０】
　（８）上記手段の一形態は、「前記インナーウェアは、上肢を露出する形状を有し、肩
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から胸部の下部までを覆う上衣としての構成を有する」を含む。
【００２１】
　本インナーウェアは、上肢を露出する形状の上衣として構成されるため、半袖被服の下
に着用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明のインナーウェアの一実施形態について、同ウェアの正面構造を示す正面
図。
【図２】同実施形態のインナーウェアについて、その背面構造を示す背面図。
【図３】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態の正面構造を示
す正面図。
【図４】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態の背面構造を示
す背面図。
【図５】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態の側面構造を示
す側面図。
【図６】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態かつ同ウェアの
上にブラジャーが着用された状態の正面構造を示す正面図。
【図７】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態かつ同ウェアの
上にブラジャーが着用された状態の背面構造を示す背面図。
【図８】同実施形態のインナーウェアについて、ユーザに着用された状態かつ同ウェアの
上にブラジャーが着用された状態の側面構造を示す側面図。
【図９】本発明のインナーウェアのその他の実施形態について、ユーザに着用された状態
の正面構造を示す正面図。
【図１０】本発明のインナーウェアのその他の実施形態について、（ａ）はユーザに着用
された状態の正面構造を示す正面図、（ｂ）はユーザに着用された状態の背面構造を示す
背面図。
【図１１】本発明のインナーウェアのその他の実施形態について、ユーザに着用された状
態の正面構造を示す正面図。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１～図８を参照して、本発明の一実施形態について説明する。
　本実施形態では、上肢を覆う部分を含まないランニングタイプのインナーウェアとして
本発明を具体化した一例を示している。なお、図１～図８では、インナーウェア１を構成
する各生地同士の縫い目を実線で、また生地の裏側に縫い付けられた別の生地の縫い目を
破線で示している。以降の説明において、「生地の裏側」は各生地において人体と向き合
う側を、「生地の表側」は各生地において裏側とは反対側をそれぞれ示すものとする。ま
た、「内側」は人体の左右方向において体軸側を、「外側」は人体の左右方向において体
軸側とは反対側をそれぞれ示すものとする。
【００２７】
　図１および図２に示されるように、インナーウェア１は、主にブラジャーのストラップ
に対応する部分を覆う上部保護部１０と、主にブラジャーのパネルに対応する部分を覆う
下部保護部２０とを含む。
【００２８】
　上部保護部１０は、人体の前面においてブラジャーのストラップが人体に与える不快感
を軽減するための前面上部保護部１１と、人体の背面においてブラジャーのストラップが
人体に与える不快感を軽減するための背面上部保護部１２と、肩においてブラジャーのス
トラップが人体に与える不快感を軽減するための肩保護部１３とを含む。また、上部保護
部１０および下部保護部２０の前面においてこれら保護部１０，２０にまたがり設けられ
てバストの形を整えるためのバスト矯正部１４の一部も含む。
【００２９】
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　下部保護部２０は、人体の前面においてブラジャーのパネルが人体に与える不快感を軽
減するための前面下部保護部２１と、人体の背面においてブラジャーのパネルが人体に与
える不快感を軽減するための背面下部保護部２２とを含む。また、前面下部保護部２１お
よび背面下部保護部２２にまたがり設けられて腋下の脂肪を外側から内側に押し付けるた
めの側部矯正部２３も含む。
【００３０】
　インナーウェア１は以下の各生地により構成されている。
・人体の前面において肩下方およびバスト外側およびバスト下部を覆うように形成された
前面Ｕ字表生地３１。
・前面Ｕ字表生地３１と同じ形状に形成されて前面Ｕ字表生地３１の裏側に重ね合わせら
れた状態で同生地３１に縫い付けられる前面Ｕ字裏生地３２。
・バストの外側下方の部分の形状に対応して形成されたバスト矯正表生地３３。
・バスト矯正表生地３３と同じ形状に形成されてバスト矯正表生地３３の裏側に重ね合わ
せられた状態で同生地３３に縫い付けられるバスト矯正裏生地３４。
・人体の肩を覆うように形成された肩表生地３５。
・肩表生地３５と同じ形状に形成されて肩表生地３５の裏側に重ね合わせられた状態で同
生地３５に縫い付けられる肩裏生地３６。
・人体の腋下の側面およびその周囲を覆うように形成された側部矯正表生地３７。
・側部矯正表生地３７と同じ形状に形成されて側部矯正表生地３７の裏側に重ね合わせら
れた状態で同生地３７に縫い付けられる側部矯正裏生地３８。
・人体の前面において胸部の下部中央を覆うように形成された中下生地３９。
・人体の背面において背中の上部から下部までを覆うように形成された背面生地４１。
【００３１】
　バスト矯正裏生地３４としては、人体の左側に設けられる左バスト矯正裏生地３４Ｌと
、人体の右側に設けられる右バスト矯正裏生地３４Ｒとが各別に設けられている。
　肩表生地３５としては、人体の左側に設けられる左肩表生地３５Ｌと、人体の右側に設
けられる右肩表生地３５Ｒとが各別に設けられている。
【００３２】
　肩裏生地３６としては、人体の左側に設けられる左肩裏生地３６Ｌと、人体の右側に設
けられる右肩裏生地３６Ｒとが各別に設けられている。
　側部矯正裏生地３８としては、人体の左側に設けられる左側部矯正裏生地３８Ｌと、人
体の右側に設けられる右側部矯正裏生地３８Ｒとが各別に設けられている。
【００３３】
　バスト矯正表生地３３としては、人体の左側に設けられる左バスト矯正表生地３３Ｌと
、人体の右側に設けられる右バスト矯正表生地３３Ｒとが各別に設けられている。
　側部矯正表生地３７としては、人体の左側に設けられる左側部矯正表生地３７Ｌと、人
体の右側に設けられる右側部矯正表生地３７Ｒとが設けられている。
【００３４】
　各生地の伸縮性の関係および厚みの関係を以下に示す。
・各生地３１～４１のうちバスト矯正表生地３３および側部矯正表生地３７を除いた残り
の生地としては、一般のインナーウェアに用いられる生地と同程度の伸縮性を有する弱伸
縮性生地が用いられている。
・バスト矯正表生地３３および側部矯正表生地３７としては、弱伸縮性生地よりも強い伸
縮性を有する強伸縮性生地が用いられている。
・バスト矯正表生地３３と側部矯正表生地３７とは互いに同じ伸縮性を有する。
・肩表生地３５の厚さは肩裏生地３６および前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３
２および背面生地４１の厚さよりも厚い。
【００３５】
　インナーウェア１のより詳細な構造について説明する。
　上部保護部１０は、前面上部保護部１１と背面上部保護部１２と肩保護部１３とバスト
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矯正部１４の一部とにより構成されている。下部保護部２０は、前面下部保護部２１と背
面下部保護部２２と側部矯正部２３とバスト矯正部１４の一部とにより構成されている。
【００３６】
　インナーウェア１の前面には、バストを露出させるための前面開口部１５が形成されて
いる。インナーウェア１の背面には、背中の上部を露出させるための背面開口部１６が形
成されている。
【００３７】
　インナーウェア１において、前面開口部１５を形成する各生地の縁、すなわち前面Ｕ字
表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２およびバスト矯正表生地３３およびバスト矯正裏生
地３４および前面の肩表生地３５および前面の肩裏生地３６の縁と、背面開口部１６を形
成する各生地の縁、すなわち背面の肩表生地３５および背面の肩裏生地３６および背面生
地４１の縁とには、これら生地と折り返して縫い合わせられた内側縫合部５１が設けられ
ている。また、肩まわりの開口部を形成する各生地の縁、すなわち前面Ｕ字表生地３１お
よび前面Ｕ字裏生地３２および肩表生地３５および肩裏生地３６および側部矯正表生地３
７および側部矯正裏生地３８および背面生地４１の縁には、これら生地と折り返して縫い
合わせられた横側縫合部５２が設けられている。また、胴回りの開口部を形成する各生地
の縁、すなわち前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２および側部矯正表生地３７
および側部矯正裏生地３８および中下生地３９および背面生地４１の縁には、これら生地
と折り返して縫い合わせられた下側縫合部５３が設けられている。
【００３８】
　図１に示されるように、前面上部保護部１１は、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏
生地３２のうちの肩周りの開口部の下端よりも上側の部分と、バスト矯正表生地３３およ
びバスト矯正裏生地３４のうちの肩周りの開口部の下端よりも上側の部分と、肩表生地３
５および肩裏生地３６のうちの前面の部分とにより構成されている。すなわち前面上部保
護部１１は、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２が重ね合わせられた二重構造
の部分を含む。前面上部保護部１１の左右方向の幅は、一般のブラジャーに設けられてい
るストラップの左右方向の幅よりも大きい。
【００３９】
　図２に示されるように、背面上部保護部１２は、背面生地４１のうちの肩周りの開口部
の下端よりも上側の部分と、肩表生地３５および肩裏生地３６の背面側の部分とにより構
成されている。
【００４０】
　図１および図２に示されるように、肩保護部１３は、肩表生地３５および肩裏生地３６
により構成されている。すなわち肩保護部１３は、肩表生地３５および肩裏生地３６が重
ね合わせられた二重構造を有する。
【００４１】
　図１に示されるように、バスト矯正部１４は、バスト矯正表生地３３およびバスト矯正
裏生地３４により構成されている。すなわちバスト矯正部１４は、バスト矯正表生地３３
およびバスト矯正裏生地３４が重ね合わせられた二重構造を有する。
【００４２】
　図１に示されるように、前面下部保護部２１は、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏
生地３２のうちの肩周りの開口部の下端よりも下側の部分と、バスト矯正表生地３３およ
びバスト矯正裏生地３４のうちの肩周りの開口部の下端よりも下側の部分と、側部矯正表
生地３７および側部矯正裏生地３８の前面側の部分と、中下生地３９とにより構成されて
いる。
【００４３】
　図２に示されるように、背面下部保護部２２は、背面生地４１のうちの肩周りの開口部
の下端よりも下側の部分と、側部矯正表生地３７および側部矯正裏生地３８の背面側の部
分とにより構成されている。
【００４４】
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　図１および図２に示されるように、側部矯正部２３は、側部矯正表生地３７および側部
矯正裏生地３８により構成されている。すなわち側部矯正部２３は、側部矯正表生地３７
および側部矯正裏生地３８が重ね合わせられた二重構造を有する。
【００４５】
　インナーウェア１の上記各生地の縫い合わせ部分においては、生地が折り返された状態
、すなわち生地が外側に向けて倒された状態で生地同士が縫い合わせられている。言い換
えると、生地の端が人体とは反対側を向くように生地同士が縫い合わせられている。
【００４６】
　図３～図５に、インナーウェア１を着用した人体の上半身の一部を示す。
　前面上部保護部１１は、人体の前面において、肩１００下方からバスト２１０外側下方
までを覆う。背面上部保護部１２は、人体の背面において、肩１００下方から背中上部４
０１までを覆う。肩保護部１３は、胸部上部２０１の上方から背中上部４０１の上方まで
、すなわち肩１００を覆う。バスト矯正部１４は、バスト２１０の外側上部から下側の一
部までを覆う。
【００４７】
　前面下部保護部２１は、図中の一点鎖線のアンダーバストライン２２０から胸部２００
の下端までの部分を覆う。背面下部保護部２２は、背中中部４０２から背中４００の下端
までの部分を覆う。側部矯正部２３は、人体の前面のうち胸部中部２０２から胸部２００
の下端までの部分と、人体の背面のうち背中中部４０２から背中４００の下端までの部分
と、人体の側面の部分（腋下の部分）とを覆う。
【００４８】
　インナーウェア１を着用した人体に作用する力について説明する。
　バスト２１０には、図３～図５において矢印ＺＡで示される力、すなわちバスト２１０
の外側下部から内側上部に向かう力がバスト矯正部１４により加えられる。このようにバ
スト２１０に加えられる力は、バスト２１０を外側から内側に寄せる力として、かつバス
ト２１０を下側から上側に持ち上げる力として作用する。
【００４９】
　胸部中部２０２および胸部下部２０３の側面（背中中部４０２および背中下部４０３の
側面）には、図３～図５において矢印ＺＢで示される力、すなわち胸部中部２０２および
胸部下部２０３の側面（背中中部４０２および背中下部４０３の側面）の外側から内側に
向かう力が側部矯正部２３により加えられる。このように胸部中部２０２および胸部下部
２０３の側面（背中中部４０２および背中下部４０３の側面）に加えられる力は、胸部中
部２０２および胸部下部２０３の側面（背中中部４０２および背中下部４０３の側面）を
外側から内側に押すための力として作用する。
【００５０】
　図６～図８を参照して、インナーウェア１およびブラジャー６００のそれぞれが人体に
着用された状態においてのインナーウェア１とブラジャー６００との関係について説明す
る。
【００５１】
　ブラジャー６００は、ブラジャー６００の位置を安定させるためのストラップ６１０と
、バスト２１０を保持するためのカップ６３０と、人体の前面および背面にまたがり設け
られてストラップ６１０およびカップ６３０を支持するパネル６２０とを含む。
【００５２】
　ストラップ６１０は、人体の前面において胸部上部２０１に対応するストラップ前部６
１１と、人体の背面に対応するストラップ後部６１２と、人体の肩１００に対応するスト
ラップ肩部６１３とを含む。このブラジャー６００では、ストラップ前部６１１がカップ
６３０に縫い付けられている。この他に、ストラップ前部６１１がパネル前部６２１に縫
い付けられるタイプのブラジャーもある。
【００５３】
　パネル６２０は、人体の前面の胸部中部２０２および胸部下部２０３に対応するパネル
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前部６２１と、人体の背面において背中中部４０２および背中下部４０３に対応するパネ
ル後部６２２と、人体の側部に対応するパネル横部６２３とを含む。
【００５４】
　パネル前部６２１においてバスト２１０に対応する部位には、バスト２１０を外側下方
から内側に寄せて持ち上げるためのワイヤー６４０が設けられている。
　パネル後部６２２にはストラップ後部６１２が縫い付けられている。パネル後部６２２
において背中中部４０２と対応する部位には、パネル後部６２２の左側の生地と右側の生
地とを互いに接続および離間するためのフックアイ６５０が設けられている。
【００５５】
　着用時のインナーウェア１およびブラジャー６００の関係を以下に示す。
　ストラップ前部６１１は、前面上部保護部１１の上に位置する。ストラップ後部６１２
は、背面上部保護部１２の上に位置する。ストラップ肩部６１３は、肩保護部１３の上に
位置する。パネル前部６２１は、前面下部保護部２１の上に位置する。パネル後部６２２
は、背面下部保護部２２の上に位置する。パネル横部６２３は、側部矯正部２３の上に位
置する。ワイヤー６４０は、前面下部保護部２１の上に位置する。フックアイ６５０は、
背面下部保護部２２の上に位置する。なお、ストラップ前部６１１がパネル前部６２１に
縫い付けられたブラジャーを着用した場合にも同様に、ストラップ前部６１１は前面上部
保護部１１の上に位置する。
【００５６】
　本実施形態によれば以下の効果を奏することができる。
　（１）インナーウェア１には上部保護部１０が設けられているため、ユーザがインナー
ウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、ストラップ６１０が上部保護部１０の
上に位置する。また、インナーウェア１には下部保護部２０が設けられているため、ユー
ザがインナーウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、パネル６２０が下部保護
部２０の上に位置する。また、インナーウェア１には前面開口部１５が設けられているた
め、ユーザがインナーウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、バスト２１０が
ブラジャー６００のカップ６３０により直接的に保持される。また、インナーウェア１に
は生地同士を接続および離間するための係止部材が含まれていないため、ユーザがインナ
ーウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、係止部材と肌との接触によりユーザ
が不快感を覚えることはない。すなわち、インナーウェア１によればブラジャー６００着
用時の不快感を軽減することができる。
【００５７】
　（２）インナーウェア１の各生地の縫い合わせ部分においては、生地が折り返された状
態、すなわち生地が外側に向けて倒された状態で生地同士が縫い合わせられている。これ
により、ユーザがインナーウェア１を着用したときの生地の端が肌に触れることが抑制さ
れるため、同ウェア1の着心地をより良いものにすることができる。
【００５８】
　（３）インナーウェア１の前面下部保護部２１には、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ
字裏生地３２が重ね合わせられた二重構造が採用されている。これにより、ユーザがイン
ナーウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、ブラジャー６００のパネル前部６
２１に対応する部分の肌が２枚の生地により覆われるため、パネル前部６２１内のワイヤ
ー６４０がユーザに与える不快感をより軽減することができる。
【００５９】
　（４）インナーウェア１の前面上部保護部１１には、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ
字裏生地３２が重ね合わせられた二重構造が採用されている。これにより、ユーザがイン
ナーウェア１およびブラジャー６００を着用したとき、ブラジャー６００のストラップ前
部６１１に対応する部分の肌が２枚の生地により覆われるため、ストラップ前部６１１が
ユーザに与える不快感をより軽減することができる。
【００６０】
　（５）インナーウェア１の肩保護部１３には、前面上部保護部１１を構成する前面Ｕ字
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表生地３１よりも厚手の生地が設けられている。これにより、ストラップ肩部６１３がユ
ーザに与える不快感をより軽減することができる。
【００６１】
　（６）インナーウェア１には、バスト２１０を外側下方から持ち上げて内側に寄せるた
めのバスト矯正部１４が設けられている。これにより、ブラジャー６００着用時のユーザ
に与える不快感を軽減することに加えて、バスト２１０の形を整えることもできる。
【００６２】
　（７）インナーウェア１のバスト矯正部１４には、バスト矯正表生地３３およびバスト
矯正裏生地３４が重ね合わせられた二重構造が採用されている。これにより、同矯正部１
４が１枚の生地により構成される場合と比べて、バスト２１０の形を整える効果をより高
めることができる。
【００６３】
　（８）インナーウェア１には、胸部２００側面を外側から内側に向けて押すための側部
矯正部２３が設けられている。これにより、腋下２３０およびその付近の側面の脂肪が内
側に押さえ込まれるため、ブラジャー６００を着用したときに腋下２３０およびその付近
の側面に脂肪の段が形成されることを抑制することができる。
【００６４】
　（９）インナーウェア１の側部矯正部２３には、側部矯正表生地３７および側部矯正裏
生地３８が重ね合わせられた二重構造が採用されている。これにより、同矯正部２３が１
枚の生地により構成される場合と比べて、腋下２３０およびその付近の側部に脂肪の段が
形成されることを抑制する効果をより高めることができる。
【００６５】
　（１０）インナーウェア１は、上肢を露出する形状の上衣として構成されている。これ
により、半袖被覆の下に着用することができる。
　（１１）インナーウェア１の前面下部保護部２１の左右方向の中間には、弱伸縮性生地
としての１枚の中下生地３９が設けられている。これにより、中下生地３９として強伸縮
性生地が採用されている場合および弱伸縮性生地が２枚設けられている場合と比較して、
ユーザがインナーウェア１を着用したときに同部分に加えられる圧迫感を小さくすること
ができる。
【００６６】
　（１２）インナーウェア１の背面上部保護部１２および背面下部保護部２２は、弱伸縮
性生地としての１枚の背面生地４１により構成されている。これにより、背面生地４１と
して強伸縮性生地が用いられている場合および弱伸縮性生地が２枚設けられている場合と
比較して、ユーザがインナーウェア１を着用したときに背中４００に加えられる圧迫感を
小さくすることができる。
【００６７】
　（１３）インナーウェア１のバスト矯正部１４のバスト矯正裏生地３４には、強伸縮性
生地よりもやわらかい弱伸縮性生地が用いられている。これにより、バスト矯正裏生地３
４として強伸縮性生地が用いられている場合と比較して、ユーザがインナーウェア１を着
用したときの着心地をより良いものにすることができる。
【００６８】
　（１４）インナーウェア１の側部矯正部２３の側部矯正裏生地３８には、強伸縮性生地
よりもやわらかい弱伸縮性生地が用いられている。これにより、側部矯正裏生地３８とし
て強伸縮性生地が用いられている場合と比較して、ユーザがインナーウェア１を着用した
ときの着心地をより良いものにすることができる。
【００６９】
　（１５）インナーウェア１の肩保護部１３の肩裏生地３６には、強伸縮性生地よりもや
わらかい弱伸縮性生地が用いられている。これにより、肩裏生地３６として強伸縮性生地
が用いられている場合と比較して、ユーザがインナーウェア１を着用したときの着心地を
より良いものにすることができる。
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【００７０】
　（その他の実施形態）
　なお、本発明の実施態様は上記実施形態に限られるものではなく、例えば以下に示すよ
うに変更することもできる。また以下の各変形例は、上記実施形態についてのみ適用され
るものではなく、異なる変形例同士を互いに組み合わせて実施することもできる。
【００７１】
　・上記実施形態では、図１および図３に示される形状の前面開口部１５をインナーウェ
ア１に形成したが、前面開口部１５の形状を次のように変更することもできる。すなわち
、図９（ａ）に示されるように、胸部上部２０１を覆うように形成された生地Ｘを前面開
口部１５の上部に設けることもできる。また図９（ｂ）に示されるように、バスト２１０
の間を含めた胸部２００の前面を覆う生地Ｘ１、およびこの生地Ｘ１を前面上部保護部１
１に接続するための生地Ｘ２を前面開口部１５に設けることもできる。この場合には、図
６に示されるバスト２１０の内側下方に位置するワイヤー６４０と肌との間に生地Ｘ１が
位置するため、ワイヤー６４０がユーザに与える不快感を軽減することができる。
【００７２】
　・上記実施形態では、図３～図５に示されるように、胸部２００下端（背中４００下端
）と対応する部位に下部保護部２０の下端を設けたが、下部保護部２０の下端の位置を変
更することもできる。例えば、図１０（ａ）に示されるように、腹部３００（人体の背面
においては腰部５００）の中間部に対応するところに下部保護部２０の下端を設けること
もできる。この場合には、側部矯正部２３が腹部３００の側面を覆うため、腹部３００の
側面に脂肪の段が形成さえること抑制することができる。
【００７３】
　・上記実施形態では、図４および図５に示されるように、背中上部４０１から背中中部
４０２に向かうにつれて左右方向の幅が次第に小さくなる背面開口部１６を背面上部保護
部１２に設けているが、次のように変更することもできる。すなわち、図１０（ｂ）に示
されるように、背面開口部１６を省略して背中４００の全体を覆うように背面上部保護部
１２を形成することもできる。
【００７４】
　・上記実施形態のインナーウェア１に対して、図１１（ａ）に示されるようにバスト２
１０を保持するカップＹを追加することもできる。この場合にもインナーウェア１の上に
ブラジャー６００を着用することができる。
【００７５】
　・上記実施形態では、上肢を覆う部分を含まないランニングタイプの下着としてインナ
ーウェア１を形成しているが、上肢を覆う部分を含むタイプの下着としてインナーウェア
１を形成することもできる。例えば、図１１（ｂ）に示されるように、半袖を含むＴシャ
ツタイプの下着とすることもできる。また、肩１００から手首までの部分を覆う袖を長袖
タイプの下着とすることもできる。
【００７６】
　・上記実施形態では、図１および図３に示されるように中下生地３９を含めて前面下部
保護部２１を形成しているが、図１１（ｃ）に示されるように中下生地３９を省略して前
面下部保護部２１を形成することもできる。この場合には、前面Ｕ字表生地３１として中
下生地３９に対応する部位を含めた形状のものが用いられる。
【００７７】
　・上記実施形態では、前面上部保護部１１および前面下部保護部２１の構造として、そ
れぞれ前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２が重ね合わせられた二重構造を採用
したが、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２のいずれか一方を省略して前面上
部保護部１１を構成することもできる。また、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地
３２にさらに別の生地を縫い合わせて三重以上の構造とすることもできる。
【００７８】
　・上記実施形態では、前面上部保護部１１および前面下部保護部２１の構造として、そ
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れぞれ２枚の弱伸縮性生地が重ね合わせられた二重構造を採用したが、次のように変更す
ることもできる。すなわち、少なくとも一方の弱伸縮性生地を薄手の強伸縮性生地または
厚手の弱伸縮性生地または厚手の強伸縮性生地に変更することもできる。
【００７９】
　・上記実施形態では、肩保護部１３の構造として、肩表生地３５および肩裏生地３６が
重ね合わせられた二重構造を採用したが、肩表生地３５および肩裏生地３６のいずれか一
方を省略して肩保護部１３を構成することもできる。また、肩表生地３５および肩裏生地
３６にさらに別の生地を縫い合わせて三重以上の構造とすることもできる。
【００８０】
　・上記実施形態では、肩保護部１３の構造として、薄手の弱伸縮性生地と厚手の弱伸縮
性生地とが重ね合わせられた二重構造を採用したが、次のように変更することもできる。
すなわち、薄手の弱伸縮性生地を薄手の強伸縮性生地または厚手の弱伸縮性生地または厚
手の強伸縮性生地に変更することもできる。また、厚手の弱伸縮性生地を薄手の強伸縮性
生地または厚手の強伸縮性生地または薄手の弱伸縮性生地に変更することもできる。また
、これら生地の変更を組み合わせて行うこともできる。
【００８１】
　・上記実施形態では、バスト矯正部１４の構造として、バスト矯正表生地３３およびバ
スト矯正裏生地３４が重ね合わせられた二重構造を採用したが、バスト矯正裏生地３４を
省略してバスト矯正部１４を構成することもできる。また、バスト矯正表生地３３および
バスト矯正裏生地３４にさらに別の生地を縫い合わせて三重以上の構造とすることもでき
る。
【００８２】
　・上記実施形態では、側部矯正部２３の構造として、側部矯正表生地３７および側部矯
正裏生地３８が重ね合わせられた二重構造を採用したが、側部矯正裏生地３８を省略して
側部矯正部２３を構成することもできる。また、側部矯正表生地３７および側部矯正裏生
地３８にさらに別の生地を縫い合わせて三重以上の構造とすることもできる。
【００８３】
　・上記実施形態では、バスト矯正部１４および側部矯正部２３を含めてインナーウェア
１を構成したが、これら矯正部のうち少なくとも一方を省略してインナーウェア１を構成
することもできる。
【００８４】
　・上記実施形態では、肩保護部１３を含めて上部保護部１０を構成しているが、肩保護
部１３を上部保護部１０から省略することもできる。この場合には、前面Ｕ字表生地３１
および背面生地４１の少なくとも一方を延長することにより肩１００を覆う部分を形成す
ることができる。
【００８５】
　・上記実施形態では、側部矯正部２３を構成する生地（側部矯正表生地３７および側部
矯正裏生地３８）の左右方向の幅を胸部中部２０２から胸部下部２０３に向けて次第に大
きくしているが、各生地の左右方向の幅はこれに限られるものではない。例えば、上下方
向の全体にわたり一定の大きさとすることもできる。
【００８６】
　・上記実施形態では、前面Ｕ字表生地３１および前面Ｕ字裏生地３２およびバスト矯正
裏生地３４および肩表生地３５および肩裏生地３６および側部矯正裏生地３８および中下
生地３９および背面生地４１の伸縮性を互いに同じものとしたが、これら生地のうちの少
なくとも２つの間において伸縮性の強弱を互いに異なるものにすることもできる。
【００８７】
　・上記実施形態では、バスト矯正表生地３３および側部矯正表生地３７の伸縮性を互い
に同じものとしたが、バスト矯正表生地３３の伸縮性を側部矯正表生地３７の伸縮性より
も大きくすることもできる。また反対に、側部矯正表生地３７の伸縮性をバスト矯正表生
地３３の伸縮性よりも大きくすることもできる。
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　・上記実施形態では、弱伸縮性生地として一般のインナーウェアに用いられる生地と同
程度の伸縮性を有するものを採用したが、強伸縮性生地よりも小さい伸縮性を有するもの
であれば、一般のインナーウェアに用いられる生地よりも大きい伸縮性を有する生地を弱
伸縮性生地として用いることもできる。
【００８９】
　・上記実施形態では、複数の生地を縫い合わせてインナーウェア１を編成したが、イン
ナーウェア１の編成方法はこれに限られない。すなわち、インナーウェア１の全体を一体
的に編成した一体編成品とすることもできる。この場合、複数段階の緊締力を有するパワ
ーネット生地をインナーウェア１の生地の中に一体的に編成することもできる。
【００９０】
　・上記実施形態では、インナーウェア１を非立体成型品として編成したが、編成組織を
なす一方の編地および他方の編地を弾性糸で連結して立体編成した立体成型品としてイン
ナーウェア１を編成することもできる。
【００９１】
　・上記実施形態では、単一のインナーウェア１として本発明のインナーウェアを具体化
したが、複数の上半身用被服を組み合わせたものとして本発明のインナーウェアを具体化
することもできる。すなわち、本発明のインナーウェア１を上衣の裏側に縫い付け、これ
を本発明のインナーウェアを具体化した一態様とすることもできる。なお、このような形
態で本発明を実施することのできる上衣の一例としては、トレーニングウェア、ヨットパ
ーカ、スモック、プルオーバー、Ｔシャツ及びトレーナが挙げられる。
【符号の説明】
【００９２】
　１…インナーウェア、１０…上部保護部、１１…前面上部保護部（肩下部）、１２…背
面上部保護部、１３…肩保護部（肩上部）、１４…バスト矯正部、１５…前面開口部、１
６…背面開口部、２０…下部保護部、２１…前面下部保護部、２２…背面下部保護部、２
３…側部矯正部、３１…前面Ｕ字表生地、３２…前面Ｕ字裏生地、３３…バスト矯正表生
地、３３Ｌ…左バスト矯正表生地、３３Ｒ…右バスト矯正表生地、３４…バスト矯正裏生
地、３４Ｌ…左バスト矯正裏生地、３４Ｒ…右バスト矯正裏生地、３５…肩表生地、３５
Ｌ…左肩表生地、３５Ｒ…右肩表生地、３６…肩裏生地、３６Ｌ…左肩裏生地、３６Ｒ…
右肩裏生地、３７…側部矯正表生地、３７Ｌ…左側部矯正表生地、３７Ｒ…右側部矯正表
生地、３８…側部矯正裏生地、３８Ｌ…左側部矯正裏生地、３８Ｒ…右側部矯正裏生地、
３９…中下生地、４１…背面生地、５１…内側縫合部、５２…横側縫合部、５３…下側縫
合部、１００…肩、２００…胸部、２０１…胸部上部、２０２…胸部中部、２０３…胸部
下部、２１０…バスト、２２０…アンダーバストライン、２３０…腋下、３００…腹部、
４００…背中、４０１…背中上部、４０２…背中中部、４０３…背中下部、５００…腰部
、６００…ブラジャー、６１０…ストラップ、６１１…ストラップ前部、６１２…ストラ
ップ後部、６１３…ストラップ肩部、６２０…パネル、６２１…パネル前部、６２２…パ
ネル後部、６２３…パネル横部、６３０…カップ、６４０…ワイヤー、６５０…フックア
イ。
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